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院外処方医薬品について 
 

平成 14 年 9 月 16 日新規登録薬品 

医薬品名（成分名） 規格・単位 薬品分類 会社名 

    
ジゴシン錠（ジゴキシン） 0.125mg/錠 ジギタリス配糖体製剤 中外 

アズノールうがい液（アズレンスルホン酸ナトリウム） 〔4%〕 5mL/本 アズレン含嗽液 日本新薬 
    

 

＊ジゴキシン Digoxin 
【商】ジゴシン Digosin 中外 
内用：錠剤（劇） 1 錠中 0.125mg 
【禁】房室ブロック・洞房ブロックのある患者，

ジギタリス中毒の患者，閉塞性心筋疾患（特発

性肥大性大動脈弁下狭窄等）のある患者，本剤

の成分又はジギタリス剤に対し過敏症の既往歴

のある患者，本剤投与中の患者にカルシウム注

射剤を投与すること，本剤投与中の患者に塩化

スキサメトニウムを投与すること 
【効】○次の疾患に基づくうっ血性心不全（肺

水腫，心臓喘息等を含む）：先天性心疾患，弁

膜疾患，高血圧症，虚血性心疾患（心筋梗塞，

狭心症等），肺性心（肺血栓・塞栓症，肺気腫，

肺線維症等によるもの），その他の心疾患（心

膜炎，心筋疾患等），腎疾患，甲状腺機能亢進

症並びに低下症等 ○心房細動・粗動による頻

脈 ○発作性上室性頻拍 ○次の際における心

不全及び各種頻脈の予防と治療：手術，急性熱

性疾患，出産，ショック，急性中毒 
【用】〔成人〕○急速飽和療法（飽和量＝1.0～
4.0mg）：初回 0.5～1.0mg，以後，0.5mg を 6～8
時間毎に投与し，十分効果のあらわれるまで続

ける。○比較的急速飽和療法を行うことができ

る。○緩徐飽和療法を行うことができる。○維

持療法：1 日 0.25～0.5mg を投与する。 
〔小児〕○急速飽和療法：2 歳以下では 1 日 0.06
～0.08mg/kg，2 歳以上では 1 日 0.04～0.06mg/kg
を 3～4 回に分割投与する。○維持療法：飽和量

の 1/5～1/3 量を投与する。 
【副】高度徐脈，二段脈，多源性心室性期外収

縮，発作性心房性頻拍，重篤な房室ブロック，

心室性頻拍症，心室細動，食欲不振，悪心・嘔

吐，下痢，視覚異常，めまい，頭痛，失見当識，

錯乱，発疹，蕁麻疹，紫班，浮腫，女性型乳房，

筋力低下 
【妊】未確立，有益のみ 
【小】慎重 
【貯】遮光 
 
＊アズレンスルホン酸ナトリウム  
Azulene Sulfonate Sodium 
【商】アズノールうがい液 Azunol 日本新薬 
外用：液剤 4%（5mL） 
【効】咽頭炎，扁桃炎，口内炎，急性歯肉炎，

舌炎，口腔創傷 
【用】1 回 4～6mg（1 回押し切り分，又は 5～7
滴）を，適量（約 100mL）の水又は微温湯に溶

解し，1 日数回含嗽する。 
【副】口中のはれ，口腔・咽頭刺激感 
【貯】遮光 
 
 



－8－ 

平成 14 年 10 月 16 日新規登録薬品 

医薬品名（成分名） 規格・単位 薬品分類 会社名 

    
クラリチン錠（ロラタジン） 10mg/錠 アレルギー性疾患治療剤 塩野義 
    

 

＊ロラタジン Loratadine 
【商】クラリチン Claritin 塩野義 
内用：錠剤 1 錠中 10mg 
【禁】本剤の成分に対し過敏症の既往歴のある

患者 
【効】アレルギー性鼻炎，蕁麻疹，皮膚疾患

（湿疹・皮膚炎，皮膚 痒症）に伴う 痒 
【用】1 回 10mg を 1 日 1 回，食後に投与する。 
【副】ショック，てんかん，眠気，倦怠感，め

まい，頭痛，咽頭痛，鼻の乾燥感，腹痛，口渇，

嘔気・嘔吐，下痢，便秘，口唇乾燥，発疹，

AST・ALT・ビリルビン値・Al-P・γ-GTP 上昇，

蛋白尿，BUN 上昇，動悸，好酸球増多，白血球

減少，好中球減少，単球増多，リンパ球減少，

白血球増多，リンパ球増多，ヘマトクリット値

減少，ヘモグロビン減少，好塩基球増多，血小

板減少，尿糖，眼球乾燥，耳鳴，ほてり 
【妊】回避  
【授】回避，やむを得ない場合は授乳回避 
【未・新・乳・幼・小】未確立 
 




